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乞虎に翼剛か払忘紡胴'噸鋤な猟州ラマ

『広島．長崎への原爆投下は国際法違反である』

国際法で禁じている非戦闘員や非軍事施設への攻撃、不必要な苦痛を与える兵器の使
用にあたる」という歴史的な判決でした。実際の判決は大変長いのですがドラマではく下記＞
のように約4分間に短くなっています。 ▼判決文・山我浩著『原爆裁判』毎日ワンズより

４
１

９
月
６
日
放
映
『
虎
に
翼
』
の
『
原
爆
裁
判
」
判
決
文

判
決
理
由
。
当
時
、
広
島
市
に
は
、
お
よ
そ
三
三
万
人
の
一
般
市
民
が
、

長
崎
市
に
は
、
お
よ
そ
二
七
万
人
の
一
般
市
民
が
住
居
を
構
え
て
お
り
、
原

子
爆
弾
の
投
下
が
、
仮
に
軍
事
目
標
の
み
を
そ
の
攻
撃
対
象
と
し
て
い
た

と
し
て
も
、
そ
の
破
壊
力
か
ら
、
無
差
別
爆
撃
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、

当
時
の
国
際
法
か
ら
見
て
違
法
な
戦
闘
行
為
で
あ
る
。
で
は
、
損
害
を
受
け

た
個
人
が
国
際
法
上
、
も
し
く
は
国
内
法
上
に
お
い
て
損
害
賠
償
請
求
権
を

有
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
個
人
に
国
際
法
上
の
主
体
性
が
認
め
ら

れ
壷

そ
の
権
利
が
存
在
す
る
と
す
る
根
拠
は
な
い
。

人
類
は
じ
ま
っ
て
以
来
の
、
大
規
模
、
か
つ
強
力
な
破
壊
力
を
持
つ
原

子
爆
弾
の
投
下
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
国
民
に
対
し
、
心
か
ら
同
情
の
念

を
抱
か
な
い
者
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
戦
争
を
廃
止
、
も
し
く
は
最
小
限
に
制

限
し
、
そ
れ
に
よ
る
惨
禍
を
最
小
限
に
留
め
る
こ
と
は
、
人
類
共
通
の
希
望

で
あ
る
。
不
幸
に
し
て
戦
争
が
発
生
し
た
場
合
、
被
害
を
少
な
く
し
、
国
民

を
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
国
家
は
自
ら
の
権
限

と
、
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
開
始
し
た
戦
争
に
よ
り
、
国
民
の
多
く
の
人
々

を
死
に
導
き
、
傷
害
を
負
わ
せ
、
不
安
な
生
活
に
追
い
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

原
爆
被
害
の
甚
大
な
こ
と
は
、
一
般
災
害
の
比
で
は
な
い
。
被
告
が
こ
れ
に

鑑
み
、
十
分
な
救
済
策
を
と
る
べ
き
こ
ど
は
多
言
を
要
し
な
い
で
あ
る
声
乳

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
も
は
や
裁
判
所
の
職
責
で
は
な
く
、
立
法
府
で

あ
る
国
会
、
お
よ
び
行
政
府
で
あ
る
内
閣
に
お
い
て
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
職
責
で
あ
る
。
そ
れ
で
こ
そ
、
訴
訟
当
事
者
だ
け
で
な
く
、

原
爆
被
害
者
全
般
に
対
す
る
救
済
策
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
立
法
お
よ
び
立
法
に
基
づ
く
行
政
の
存
在
理

由
が
あ
る
。
終
戦
後
十
数
年
を
経
て
、
高
度
の
経
済
成
長
を
遂
げ

た
我
が
国
に
於
い
て
、
国
家
財
政
上
、
こ
れ
が
不
可
能
で
あ
る
と

は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
本
訴
訟
を
み
る
に
つ
け
、

政
治
の
貧
困
を
嘆
か
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

主
文
。
原
告
ら
の
請
求
を
、
棄
却
す
る
。
訴
訟
費
用
は
、
原
告

ら
の
負
担
と
す
る
。
閉
廷
し
ま
す
。
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判決は「被爆者援護法』制定や「核兵器禁止条約」に発展
○日本政府は審理の中で原爆を正当化する米国の主張をそのまま答弁しますが、判決文最後の「政治

の貧困を嘆く」は、三淵嘉子ら裁判官3人の怒りの表れです。○この判決が影響して、日本政府は渋

々『被爆者援護法』等を制定し原爆被害者への支援策に大きく寄与します。やがて2017年『核兵器
禁止条約」の採択に発展しますが、いまだ日本政府が批准しないのも「政治の貧困」です。

噺刊の再.紹州 山我浩著『原爆裁判』毎日ワンズ発行1，540円
『虎に翼』のモデル。三淵嘉子の生立ちや業績、戦争への怒りを込めた「原

爆裁判・判決全文」を詳述しています。さらに原爆製造のマンハッタン計画の
数ﾉﾏの秘話、ウラン鉱石はアフリカのコンゴ産出だったこと、広島長崎に原爆
投下の決定過程、原爆製造や投下や指令に関わったオッペンハイマ－、グロー
ブス、トルーマン大統領らへの厳しい批判、米国は今も原爆投下を正当化しそ
の責任を一切負おうとせず、核開発の隠蔽や欺臓の罪深さを指摘しています。
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Iまさか、捜査機関が証拠を提造するなんて
袴田巌さん（88)、1966（昭和41）年の事件から58年で無罪に
静岡県の一家4人殺害犯人としての死刑やり直し裁判で、9月26日静岡地
裁は証拠の5点の衣類等を捜査機関の裡造として無罪を言い渡しました。，

＜言葉＞ ○「神様。僕は犯人ではありません。僕は毎日叫んでいま

す」「今朝方､母さんの夢を見ました。元気豆し蕊と爵さん遠から
ず無実を立証して帰りますからね」「一度冤罪に 陥 れられたな

らぱ、出口はないのだろうか」（巌さんの手紙の中の言葉）

○「巖を元に戻してとは言わん。だけど、巖が48年間拘置所に
入っていたことを何かに生かしてほしい」（判決後に姉秀子さん）：

◆多い問題点：冤罪の多発、再審制度の改善、捜査の公開や
あり方、死刑制度の廃止、捜査機関に頼る報道の姿勢… ’
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袴田さんは88歳。
巌さんを気丈に明
るく支えてきた姉の
秀子さんは91歳。 １

１
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『日本の青空』は、17年前の200

7年製作された大澤豊監督の劇映画

で、日本国憲法の成立過程を、小高

区の憲法学者鈴木安蔵の半生を中心

に描き、GHQの押し付け憲法では

ないことがよく分る内容です。

製作当時、「はらまち・小高九条の

会」が撮影やチケット販売などで協

力し、小高神社で撮影したり、相馬

高校生がエキストラで出演しました。

鑑賞ご希望の方は、直接鈴木家住

宅にお出でなりお申し出ください。

「鈴木安蔵旧宅」は、標柱や看板
が目印で、火曜日の公開日には旗が立

っています。駐車場もあります。

｜『鈴木安蔵を讃える会」より連綱

映画『日本の青空』が鑑賞でききす
小高区鈴木安蔵旧宅で、10月毎週火曜日
＜10月1．8．15．22．29日午前10時から＞

柳…
聯椴蔵鵬肱福島県南柵市小鰍‘墓ゞ

藤喜彦さん｡お互いによろしくお願いします。

会費の納入ありがとうございます｡7月の
会報で会費の納入をお願いしたところ､早々と

次々に納入がありました｡様々な物価値上げの

折り､心より感謝申し上げます｡また会員さんの琴毒鋳司会でく下記>のように新副会長に田
中徳雲さん､新事務局員にすぎた和人さん､佐 ご期待の大きさも感じます。
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g壼薫騨譜鳴則粥鰄墨郷拙》ﾙ”きだ､I/-r.づ r○事務局長:早坂吉彦(原町区)TELO90-2975-2508ｹﾝｹﾝｳﾝﾙゲインリン
○事務局次長:山崎健一(福島市)TELO90-7527-5453 Eメール; yamazakikenl@gmail.com

O会計:井上由美 〒975-0031南相馬市原町区錦町1-43井上薬局内TEL22-7511 " FAX26-0892

○石田賢二(郡山市) TELO80-5556-4037O番場恵子(原町区) TEL22-071 5○大浦祥見(原町区）
TEL24-0704O志賀勝明(相馬市) TELO90-9530-5524 0若松麟二(原町区) TELO90-4929-7227
○佐藤喜彦(原町区） ○すぎた和人(小高区) TELO90-881 7-1 700


